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年
も
明
け
、
良
い
年
に
な
り
ま
す
様
に
と

の
思
い
の
最
中
に
、
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
、
被
災
者
の
生
活
再
建
や
地
域
産
業
の
復

旧
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
六
年

浅

草

消

防

団

始

式

東
京
の

消
防
団
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
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皆
様
、
謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
ず
、
元
日
早
々
に
発
生
し
た
令
和
六
年

能
登
半
島
地
震
で
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
多
く

の
方

々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
ま
た
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
お

祈
り
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

さ
て
、
日
頃
か
ら
自
分
達
の
町
に
住
む
人

た
ち
を
災
害
か
ら
守
り
た
い
と
い
う
熱
い
情

熱
を
原
動
力
に
、
地
道
に
活
動
を
実
践
し
て

私
共
の
地
域
で
も
東
京
直
下
型
の
地
震
が

危
惧
さ
れ
て
お
り
、
有
事
に
備
え
て
我
々
消

防
団
員
は
、
署
員
と
地
域
の
皆
様
と
団
結
し

協
力
し
て
減
災
を
目
指
し
、
安
全
安
心
な
町

づ
く
り
に
対
処
し
て
い
か
な
く
て
は
と
思

つ

て
お
り
ま
す
。

本
年
、
三
田
村
副
団
長
と
共
に
、
入
団
五

十
年
の
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
よ
く
永
く

や

つ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。　
ひ
と
え
に

家
族
や
団
員
の
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。

能
登
の
地
域
が
早
く
安
心
し
て
生
活
が
で
き

ま
す
様
に
、
並
び
に
皆
様
方
の
ご
健
康
を
祈

念
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

い
た
だ
い
て
い
る
浅
草
消
防
団
の
皆
様
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
関
東
大
震
災
か
ら
百
年
と
い
う

節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
そ
の
貴
重
な
教
訓
を
継
承
し
、

今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
を

は
じ
め
震
災
等
か
ら
都
民
の
生
命

・
身
体

・

財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
と
し
て
果
た
す
べ

き
責
務
と
使
命
を
再
確
認
す
る
年
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
近
年
は
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
す
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
浅
草
消
防
署
と
し

ま
し
て
も
引
き
続
き
消
防
団
と
力
を
合
わ
せ

、
各
種
訓
練
、
防
火
防
災
施
策
を
推
進
し
、

災
害

へ
の
備
え
を
万
全
に
し
て
参
り
ま
す
。

消
防
団
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
田
島
団

長
を
中
心
と
し
て
、
消
防
署
と
の
連
携
を
密

に
地
域
の
安
全
確
保
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
新
年
早
々
、
石
川
県
の
能
登
地
方

を
中
心
と
し
た
大
地
震

（能
登
半
島
地
震
）

が
起
こ
り
多
く
の
方
が
被
災
し
ま
し
た
。

私
の
実
家
も
そ
の

一
つ
で
あ
り
、
両
親
は

購
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い
ま
だ
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
不
安
な
生
活

を
お
く

つ
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
団
始
式

に
お
い
て
、
新
人
団
員
代
表
と
い
う
お
役
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。私

は
入
団
し
て
ま
だ
数
ヶ
月
で
は
ぁ
り
ま

す
が
、
警
戒
や
操
法
大
会
訓
練
（支
援
隊
）
、
救

命
講
習
な
ど

一
通
り
の
訓
練
や
活
動
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
に
密
着
し

た
消
防
活
動
の
重
要
さ
を
身
を
以
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ん
な
自
分
が
今

度
は
大
き
な
地
震
に
よ
り
被
災
す
る
立
場
に

な
る
と
は
想
像
す
ら
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
現
場
で
は
今
尚
多
く
の
方
の
命
を
救

う
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
私
達
が
行

っ
て

い
る
訓
練
等
は
実
際
の
現
場
で
も
活
き
る
こ

と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
気
持
ち
の
中
で
い
た
だ
い
た
決
意

表
明
の
原
稿
を
、
何
度
も
何
度
も
読
み
込
む

こ
と
で
、
こ
の
文
章
は
ま
さ
に
今
の
自
分
の

気
持
ち
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気

が
付
き
ま
し
た
。

本
番
当
日
、
徐
々
に
高
ま
る
そ
の
気
持
ち

を
落
ち
着
か
せ
平
常
心
を
装

っ
て
い
ま
し
た

が
、
厳
粛
な
式
の
中
で
自
分
の
出
番
が
近
づ

く
に
つ
れ
、
心
の
奥
底
か
ら
湧
き
上
が

つ
た

想
い
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
の
気
持
ち
を
開
放
す
る
こ
と
を
自

然
と
選
択
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
想
い
が
声

高
ら
か
な
宣
言

へ
と

つ
な
が

つ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
決
意
表
明
の
中
に
書

か
れ
て
お
り
ま
し
た

「自
分
た
ち
の
町
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
こ
と
を
成
す
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も

つ
と
も

つ
と
諸
先
輩
方
に

ご
指
導
を
仰
ぎ
、
よ
り

一
層
精
進
を
重
ね
、

消
防
活
動
を
全
力
で
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
活
動
が
、
両
親
た
ち
の
よ
う

に
不
安
な
想
い
を
す
る
人
た
ち
の
何
か
力
に

つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

質
問
内
容

①
普
段
の
お
仕
事
②
特
技
や
趣
味
、

③
入
団
し
た
理
由
等

第一分団

佐々木 康太郎

大
学
で
は
法
学
部
に
所
属
し
て
お
り
、

主
に
知
的
財
産
法
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。

趣
味
は
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
で
中
学
の

頃
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

大
学
の
友
人
の
誘
い
と
い
う
の
が
大
き

か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
私
自
身
も

一

人
暮
ら
し
で
住
み
始
め
た
地
域
と
の
つ

な
が
り
が
欲
し
か
っ
た
こ
と
も
理
由
の

一
つ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
浅

草
消
防
団
の
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。

蔵
前
に
撮
影
ス
タ
ジ
オ
を
構
え
、
商
品

写
真
を
中
心
に
子
供
の
玩
具
や
人
物
を

撮

っ
て
ま
す
。

第二分団

村上 一光

新
入
団
員
紹
介
　
　
※
順
不
同

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
釣
り
。
ラ
ー
メ
ン
。

中
二
か
ら

エ
レ
キ
ベ
ー
ス
を
弾
い
て
い

ま
す
。
現
四
五
歳

蔵
前
に
ス
タ
ジ
オ
を
構
え
て
九
年
に
な

り
、
地
域
貢
献
も
含
め
防
災
活
動
し
た

か
つ
た
か
ら
で
す
。

リ
ボ
ン
テ
ー
ブ
、
組
組
の
製
造
卸
し
を

し
て
い
る
会
社
に
勤
め
て
ま
す
。
主
に

ラ
ン
ピ
ン
グ
向
け
の
資
材
を
加
工
し
て

販
売
を
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ジ

ョ
ギ
ン
グ
と
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

な
ど
。
年
齢
は
四
九
歳
で
す
．

以
前
よ
り
救
命
処
置
に
つ
い
て
学
び
た

い
と
思

つ
て
い
た
と
こ
ろ
同
じ
地
域
に

住
む
消
防
団
の
方
か
ら
お
声
が
け
い
た

だ
き
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。 第二分団

渡邊 宜照
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①②O③ ② ①

総
合
人
材
会
社
に
勤
務
。
企
業
の
人

材
育
成
や
組
織
活
性
の
商
品

・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
部
門
で
、
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
責
任
者
を
し

て
い
ま
す
。

趣
味
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ

・
料
理

・
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

（♂
『
８
３

ヽ

日
多
９
）
な
ど
。
年
齢
は
三
十
代
で

す
。

仕
事
を
通
じ
、
口
”
活
動
に
参
画
や

上
位
役
職
者
と
の
交
流
が
増
え
る
な

か
、
地
域
貢
献
に
興
味
が
わ
き
、
消

防
団
の
紹
介
を
受
け
入
団
致
し
ま
し

た
。

第三分団

ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

【
１
８
の
推
し
活
で
す
。

大
好
き
な
地
元
の
地
域
に
貢
献
で
き

た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

第三分団

唐 啓祐
こ
子

・
美

え
恵

t と う

伊藤

浅
草
の
病
院
や
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
大

会
な
ど
で
医
師
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
救
護
や
救
命
な
ど
に

も
関
わ
り
た
い
で
す
。

趣
味
は
伝
統
芸
能

（歌
舞
伎
、
三
味

線
な
ど
）
、
武
術

（中
国
拳
法
な
ど
）

、
他
た
く
さ
ん
。

時
代
劇
や
歌
舞
伎
に
よ
く
出
て
く
る

火
消
や
浅
草
の
地
に
憧
れ
が
あ
り
、

地
域
に
貢
献
し
た
く
て
入
団
し
ま
し

た
。

船
乗
り

サ
イ
ク
リ
ン
グ

地
域

へ
貢
献
し
た
い
気
持
ち
と
様
々
な

行
事
を
通
じ
て
地
域
住
民
と
の
交
流
を

深
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
入
団
を
決
意

し
ま
し
た
。

第三分団

芦刈 ゆみ

③②①
②③

第三分団

馬淵 紫郎

「
皇

東
本
願
寺
　
僧
侶

趣
味
は
散
歩
、
旅
行
、
剣
道
で
す
。

東
本
願
寺
で
行
わ
れ
た
文
化
財
防
火
デ

ー
の
演
習
後
に
お
誘
い
を
受
け
て
入
団

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
地
域
の
方
と

も
触
れ
合
い
、
歴
史
あ
る
町
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。

東
本
願
寺
　
僧
侶

趣
味
野
球

歴
史
の
あ
る
浅
草
と
い
う
町
の
安
全
を

守
り
た
く
思
い
入
団
し
ま
し
た
。

③②①

第四分団

いまま,

今堀

③ ②①

第四分団

峙田 亮慈

東
本
願
寺
　
僧
侶

趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

茶
道
、
花
道
で
す
。
年
齢
は
三
十
歳
で

す
。

自
坊
の
門
徒
に
消
防
団
の
方
々
が
い
ら

つ
し
や
り
、

戻
つ
て
か
ら
も
消
防
団
に

入
る
予
定
な
の
で
入
団
し
ま
し
た
。

東
本
願
寺
　
僧
侶

趣
味
は
水
泳
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

す
。
筋
ト
レ
も
大
好
き
で
す
。
時
々
、

す
み
だ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
を
ラ
ン
ニ
ン
グ

し
て
い
ま
す
。

東
本
願
寺
境
内
で
行
わ
れ
た
文
化
財

防
火
デ
ー
の
演
習
後
に
、
消
防
署
か

ら
勧
誘
を
受
け
入
団
し
ま
し
た
。

③ ② ①② ①③

第四分団

白川 隆 静

第四分団

企元 祐 紹
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『
消
防
総
監
賞
』

○
優
良
表
彰

浅
草
消
防
団

〇
五
十
年
勤
続
功
労
表
彰

団

本

部

団

長

日

本

部
　
副
団
長

○
功
績
表
彰

団

本

部
　
分
団
長

○
優
良
表
彰

第
二
分
団
　
団
　
一貝

第
二
分
団
　
団
　
員

第
三
分
団
　
団
　
一員

第
三
分
団
　
団
　
白貝

○
救
命
講
習

団

本

部

班

長

『
防
災
部
長
賞
』

○
防
災
訓
練

第

一
分
団
　
副
分
団
長

第
四
分
団
　
班
　
長

○
救
命
講
習

第

一
分
団
　
副
分
団
長

第
四
分
団
　
班
　
長

『
方
面
本
部
長
賞
』

○
防
災
訓
練

団

本

部
　
大
規
模
団
員

第

一
分
団
　
部
　
長

第
二
分
団
　
分
団
長

○
救
命
講
習

団

本

部
　
副
団
長

第

一
分
団
　
団
　
員

第
二
分
団
　
分
団
長

第
三
分
団
　
副
分
団
長

第
三
分
団
　
部
　
長

田
島
　
』県

三
田
村
　
信
吉

大
河
原
　
弘
史

神
部
　
由
樹

古
澤
　
幹
寛

河
上
　
実
樹

河
野
　
美
佐
子

水
田
　
茂
則

雨
官
　
哲

石
村

宣
弘

雨
官
　
哲

光 横 志
岡 山 村

英 清 淳
明 孝 子

桝
田
　
賢
二

大
和
　
め
ぐ
み

光
岡
　
英
明

竹
村
　
佳
昭

沼
　
　
邦
彦

○
入
団
促
進

第
二
分
団
　
分
団
長

『
消
防
署
長
賞
』

○
成
績
優
秀
分
団

第
二
分
団
　
分
団
長

○
成
績
優
秀
団
員

団

本

部

班

長

第

一
分
団
　
部
　
長

第

一
分
団
　
班
　
長

第
二
分
団
　
副
分
団
長

第
二
分
団
　
団
　
口貝

第
三
分
団
　
副
分
団
長

第
四
分
団
　
班
　
長

○
防
災
訓
練

第

一
分
団
　
分
団
長

第

一
分
団
　
班
　
長

第

一
分
団
　
班
　
長

第
二
分
団
　
副
分
団
長

第
二
分
団
　
団
　
］貝

第
三
分
団
　
団
　
］貝

第
四
分
団
　
副
分
団
長

第
四
分
団
　
部
　
長

○
救
命
講
習

［団
一　
キ↑
　
一部
　
大
規
模
団
員

第

一
分
団
　
副
分
団
長

『
台
東
区
長
賞
』

〇
四
十
年
勤
続

団

本

部
　
副
団
長

団

本

部
　
大
規
模
団
員

〇
三
五
年
勤
続

団

本

部
　
副
団
長

〇
二
五
年
勤
続

第

一
分
団
　
副
分
団
長

光
岡
　
英
明

光
岡
　
英
明

河
野
　
美
佐
子

藤
倉
　
照
章

奥
村
　
麻
季

浅
見
　
隆
行

吉

田

　

随

子

竹
村
　
佳
昭

雨
官
　
折
日

高
　
　
勝
Ｌ

横
山
　
愛

重
岡
　
卓

松
下
　
雄

一
郎

大
河
原
　
弘
史

中
嶋
　
恵

大
目
　
加
奈
子

齋
藤
　
充
広

志
村
　
」得
子

水
田
　
茂
則

武
田
　
尚
之

小
午
原
　
金
平

桝
田
　
賢
二

佐
藤
　
充
弘

〇

一
二
年
勤
続

第
三
分
団
　
部
　
長
　
　
寺
澤
　
仁
志

第
三
分
団
　
団
　
口貝
　
　
木
村
　
一景
宏

○
十
年
勤
続

第
二
分
団
　
班
　
長
　
　
伊
藤
　
岳

〇
五
年
勤
続
優
良
賞

第

一
分
団
　
班
　
長
　
　
大
橋
　
貞
夫

第
二
分
団
　
団
　
口貝
　
　
神
部
　
由
樹

第
二
分
団
　
団
　
』貝
　
　
大
河
原
　
弘
史

第
三
分
団
　
団
　
員
　
　
河
上

実
樹

『
台
東
区
長
感
謝
状
』

○
台
東
区
長
家
族
感
謝
状

渡

邊

　

さ

ゆ

り

様

（箸

秀

団

渡
邊
雄
太
班
３

伊

藤

　

恵

　

　

様

（塞

秀

団

伊
藤

岳
班
３

『
消
防
署
長

・
消
防
団
長
感
謝
状
』

○
家
族
感
謝
状

寺

澤

　

美

千

代

様

（
夢

一秀

団

寺
澤
仁
士
心
部
８

『
消
防
団
長
表
彰
』

○
入
団
促
進
功
労

第
三
分
団
　
副
分
団
長
　
　
竹
村
　
佳
昭

○
東
京
都
消
防
操
法
大
会
出
場
功
労

第

一
分
団
　
部
　
長
　
　
藤
倉
　
照
章

第

一
分
団
　
部
　
長
　
　
針
山
　
欣
之

第

一
分
団
　
団
　
［貝
　
　
水
田
　
士
日
紀

第
二
分
団
　
部
　
長
　
　
黒
田
　
陣
弥

第
二
分
団
　
班
　
長
　
　
伊
藤
　
岳

第
二
分
団
　
団
　
口貝
　
　
岡
野
　
多
加
男

第
二
分
団
　
団
　
口貝
　
　
木
下
　
真
希
子

第
二
分
団
　
団
　
口貝
　
　
梅
津
　
忠
和

第
三
分
団
　
副
分
団
長
　
　
竹
村
　
佳
昭

第
三
分
団
　
団
　
』貝
　
　
中
嶋
　
恵

第
四
分
団
　
班
　
長
　
　
雨
官
　
哲

『
消
防
団
長
感
謝
状
』

○
消
防
団
活
動
協
力
町
会
及
び
事
業
所

菊
屋
橋
町
会

ダ
ン
プ
レ
ス
　
編
集
委
員

☆
委

員

長
　
杉
山

年
昭

☆
副
委
員
長
　
西
井

敏
彦

☆
委
　
　
］貝

団

本

部
　
河
野

美
佐
子

第

一
分
団
　
重
岡

卓

　
・
白
川

上貝
康

第
二
分
団
　
渡
邊

雄
太

・
黒
田

陣
弥

第
三
分
団
　
杉
山

寛
人

・
沼

　

邦
彦

第
四
分
団
　
齋
藤

充
広

・
全
元

祐
紹

編
集
構
成
　
竹
村

佳
昭

編
集
後
記

　

　

第
四
分
団
　
全
元

祐
紹

「鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
、
外
で
は
子
ど
も

た
ち
が
鬼
に
向
か

つ
て
豆
を
な
げ
て
い
る
。

そ
ん
な
節
分
は
元
々
、
立
春

・
立
夏

・
立
秋

・

立
冬
の
前
日
を
指
す
言
葉
で
し
た
。
し
か
し
、

い
つ
し
か
立
春
の
前
日
の
み
を
そ
う
呼
ぶ
よ
う

に
な

っ
た
よ
う
で
す
。
「み
な
が
健
康
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
」
と
今
年
も
願
う
ば
か
り
で
す
。

一緒にわ力Y封を守りませんか?

*消防団員*募集中*

く 入団資格 〉

○心身ともに健康で、年齢 18歳以上の方

○消防団の区域内に居住や、勤務する方

【問合せ先】

浅草消防団

(浅草消防署内)

電話 03(3847)0119


